
予 算 要 求 資 料 

令和４年度当初予算   支出科目 款：総務費 項：企画開発費 目：情報化推進費  

事業名 システム運用支援業務費 

（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  

     総務部 情報システム課 情報システム係 電話番号：058-272-1111（内 2278）

E-mail：c11120@pref.gifu.lg.jp 

 

１ 事業費 80,520 千円（前年度予算額：80,520 千円） 

※長期継続契約： 321,348 千円（H30～R4） 

479,514 千円（R4～R8）（新） 

＜財源内訳＞         

 

区 分 

 

事業費 

財    源    内    訳 

国 庫 

支出金 

分担金 

負担金 

使用料 

手数料 

財産

収入 

寄附金 その

他 

県 債 一 般 

財 源 

前年度 80,520 0 0 0 0 0 0 0 80,520 

要求額 80,520 0 0 0 0 0 0 0 80,520 

決定額          

 

２ 要求内容 

（１）要求の趣旨（現状と課題） 

大規模システムである総合財務会計システム、公共事業執行支援システム、

文書管理・電子調達システム、職員用パソコン、メール等を全職員が支障なく

利用するためには、専任窓口体制であるヘルプデスクの継続維持が必須である。 

また、国のＤＸ政策への対応、県庁舎建替えに合わせたＩＣＴ環境の整備や

情報システムの移転等、様々な課題解決において、県職員だけで対応すること

が困難なため、ＩＴに関して精通した知見や経験、他団体や他業種での事例や

実績等を豊富に有する外部業者の助言等の支援が必要となっている。 

 

 

 

 

 



（２）事業内容 

○システム運用支援業務委託（平成 30 年度契約） 

＜契約内容＞ 

 ・履行期間：平成 30 年 12 月 19 日から令和 5 年 3 月 31 日まで 

 ・契約先：アクセンチュア株式会社 

 ・契約額：321,348,000 円 

 ・委託内容 

  システム利用者支援業務（ヘルプデスク・パソコン障害対応等） 

システム最適化支援業務（導入審査委員会支援・セキュリティ監査支援等） 

※平成 30 年度は引継ぎのみのため、経費は発生していない。 

  

＜全体事業費＞                 （単位：千円）  

区分 H30 H31 R2 R3 R4 合計 

委託料 0 79,788 80,520 80,520 80,520 321,348 

 

○システム運用支援業務委託（令和４年度調達分） 

＜委託内容＞ 

 ・履行期間：令和５年１月１日から令和８年９月 30 日まで 

 ・システム利用者支援業務 

ヘルプデスク業務、各種問合せ、障害対応等 

・ＤＸ推進支援業務（旧システム最適化支援業務） 

ＤＸ戦略の支援、情報システム導入審査支援等  

※令和４年度は引継ぎのみのため、委託料は発生しない。 

 

＜全体事業費＞                （単位：千円）  

区分 R4 R5 R6 R7 R8 合計 

委託料 0 137,004 137,004 137,004 68,502 479,514 

 

（３）県負担・補助率の考え方 

  １０／１０ 

 

（４）類似事業の有無 

  無 

 

３ 事業費の積算内訳 

事業内容 金額 事業内容の詳細 

委託料 80,520 システム利用者支援及びシステム最適化支援に係る費用 

合計 80,520  



 

 決定額の考え方  

 

 

 

 

４ 参考事項 

（１）後年度の財政負担 

   ※ 長期継続契約：479,514 千円（R4～R8）（新） 



事 業 評 価 調 書（県単独補助金除く） 
□  新 規 要 求 事 業  

■  継 続 要 求 事 業 

 

１ 事業の目標と成果 

（事業目標） 

 総合財務会計システム等の大規模システムや各種パソコン、メール等の利

用方法について、職員からの質問を一元的に受け付け、対応する窓口を整備

する。 

また、庁内及び市町村における DX を推進するための戦略立案や企画には、

高度な専門知識や経験が必要となるため、その支援のためのコンサルティン

グの窓口を整備する。 

（目標の達成度を示す指標と実績） 

指標名 
事業開始前 

(R ) 

R2 年度 

実績  

R3 年度 

目標  

R4 年度 

目標  

終期目標 

(R )  

 

達成率 

①   
 

     ％ 

 

②        ％ 

 

○指標を設定することができない場合の理由 

（これまでの取組内容と成果） 

令
和
２
年
度 

 職員からの問合せ等にヘルプデスクが対応することにより、スムーズ

な解決となり、職員の業務の手助けとなった。 

 DX 計画の支援、業務システムを立ち上げるときの技術的な支援で成果

があった。 

令
和
３
年
度 

令和５年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

令
和
４
年
度 

令和６年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

業務が多種多様なため、指標設定が困難。 

 



 

２ 事業の評価と課題 

（事業の評価） 

・事業の必要性（社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断） 
 ３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない 

(評価) 

３ 

庁内や市町村に向けて、業務の効率化や感染対策など DX 推進を核

とした支援（コンサルティング）が必要 

・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか） 
 ３：期待以上の成果あり 

２：期待どおりの成果あり 
 １：期待どおりの成果が得られていない 
 ０：ほとんど成果が得られていない 

（評価） 

 

 

・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか） 
 ２：上がっている １：横ばい ０：下がっている 

(評価) 

 

 

 

（今後の課題） 

・事業が直面する課題や改善が必要な事項 

 

 

 

（次年度の方向性） 

庁内及び市町村における DX を推進するための戦略立案や企画には、高度な

専門知識や経験が必要となるため、その支援のためのコンサルティングの窓

口を整備する。 

 

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果） 

組み合わせ予定のイベント又

は事業名及び所管課 

 

【○○課】 

組み合わせて実施する理由や

期待する効果 など 

 

  

 


